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問題と目的

　自己心理学は，Heinz Kohutによって主導され，特に米
国では現代も影響力の強い理論である。しかし，内容が不
明確でわかりにくい，理論的な整合性が欠落している等の
批判が寄せられている。本研究では，文章的な説明を補完
しうる図式を用いることで，Kohutの中核的な理論的体系，
及び，それに対する指摘や批判の背景を検討する視点を提
示することを目的とした。

研究手順

　自己心理学は，自己愛を内包する「自己の構造」と「自
己の主観的な現れとその変遷」の２つに整理される 1）。
Kohutは「自己の構造」を本質的に定義できないもの2）と
していることから，本研究では扱わなかった。一方の「自
己の主観的な現れとその変遷」を，Siegelは「自身の自己
対象欲求が，自己対象によって共感的に応じられるような
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過程を経て，成長発達してゆくこと」と簡潔かつ専門的に
説明している3）。これを本研究の対象とした。
　Siegelの説明文から，（イ）自己とその発達について，（ロ）
自己対象とその質的変化について，（ハ）自己対象欲求と
その構造，並びにその質的変化について，（ニ）自己対象
体験について，の４命題を抽出した。「自己」「凝集」「自
己心理学」「自己対象」「自己対象欲求」「自己対象体験」
の６つを検索ワードとし，Google Scholarデータベース及
び杏林大学図書館蔵書検索エンジンを用いて文献検索を
行った。
　検索結果から得られた12文献に加え，Kohutの３原典，
並びに研究目的に合致する４一般書籍を検討対象とした。
全文献を精読し，命題別に該当箇所を転写・整理した。次
に，鈴木・粟津4）の取り上げている文章理解の深度に影響
を与える図的特徴に留意しながら，命題それぞれに対する
図式化を行った。最後に，４つの図式すべてを総合し，互
いに矛盾しないように整えた。
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Figure１　自己の主観的な現れとその変遷について
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結果と考察

　最終的に得られた図式をFigure１に示す。図式化によ
り，自己の変遷の中で自己と自己対象の関係が1）質的に変
化していること2），経済的に関係し合っていること，が視
覚的に示された。この２点が初学者の理解を困難にしてい
るとの推測に立てば，図式化は理解促進につながると言え
るだろう（Figure１）。

今後の課題

　より信頼のおける参照先となるため，図解の精度を高め
ること，周辺概念に関しての図的概観に取り組みたい。

さいごに

　学生リサーチ賞受賞に預かり，身に余る光栄に存じます。

ご指導，ご助言を頂きました，臨床心理学科の橋本望先生，
脇谷順子先生，櫻井未央先生，並びに学習院大学の北山純
先生に，深謝申し上げます。
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